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田原小学校学校だより おおいちょう
平成30年１月19日 第１０号

今年もよろしくお願いいたします
平成３０年が明けて早くも２週間余りが経ち、気がつけば１月も下旬になります。

学校にはやはり子ども達の姿がよく似合います。寒い日が続いていますが、子どもたちは寒さ

に負けず元気に登校しています。ただ、本校においてもインフルエンザ罹患者が出ており、イン

フルエンザの流行が心配になっています。保健室より、予防に向けての「保健だより」も発行し

ています。うがい・手洗い・栄養・休養・睡眠等、予防についてご家庭でも確認ください。

３学期は１月「いく月」、２月「にげ月」、３月「さる月」というようにあっという間に過ぎ

ていきます。特に６年生にとっては残り２ヶ月余りの小学校生活になります。３学期も１日１日

を大切にしながら、小学校生活を充実させて欲しいと願っています。

１・２学期同様、保護者・地域の皆様のご支援・ご協力の程よろしくお願いいたします。

（３学期の主な学校行事）
１月 １９日（金） 参観日

２月 １日（木） 新入学児童保護者説明会

１５日（木） なわとび大会

２２日（木） 振替休業日

２４日（土） 学習発表会（参観日）

３月 ２日（金） お別れ遠足（弁当の日）

２３日（金） 卒業式

２６日（月） 修了式

２９日（木） 離任式

降 雪 ・ 積 雪
今年も降雪・積雪の季節になりました。１月

５日（金）、１０日（水）に積雪があり、１１日

（木）は積雪のため臨時休校としました。ただ、

子どもたちは積雪のグラウンドで、雪合戦をした

り、雪だるまを作ったりと、この地域のこの時期

でしか味わうことのできない遊びに夢中になって

いました。

降雪・積雪が多くなると登下校の安全面が心配になります。先日も、路面が凍ったり、

家の軒先に大きなつららが下がっていたりしていました。家の周りも含めて、降雪や気

温が低い日の安全面には十分ご留意ください。
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平成２９年度 田原地区青少年健全育成協議会 「子ども意見発表会」
１月１３日（土）に、平成２９年度田原地区

青少年健全育成協議会主催の「子ども意見発表

会」が田原出張所で行われました。

本校からも、３名の児童が意見発表を行いま

した。３名共に原稿を暗唱し、堂々とした発表

態度で、出席者から大きな拍手をいただきまし

た。標語の部では、３名の児童が入選し、表彰

を受けました。また、後半は、観音寺住職の木

野清道様に、「夢を歩む」という演題でご講演

いただきました。参加した児童・生徒にとって

も、ご住職のお話を聞き、夢や目標を持って生

きることの大切さを再確認し、「自分の夢」について考えるよい機会になったと思います。

意見発表者・標語入賞者は下記の通りです。

（意見発表の部） ４年 竹次 琉夢 題：「もっと自分の力をのばすために」

５年 冨髙 千夏 題：「歩きスマホのない田原地区へ」

６年 新名 百花 題：「食べ物を残さないで」

（標 語 の 部 ） １年 藤野 由依 「 たねまいて 花いっぱいの 田ばるちく 」

３年 霜見 琉美奈 「 ボランティア かがやく町が 見たいから 」

５年 田上 葉月 「 そのメール だれとの会話で どんな人 」

阪神淡路大震災から２３年
６４３４人が亡くなった阪神・淡路大震災から１７日で２３年になりました。被害を受けた地

域では一日、犠牲者を追悼し、震災の体験を語り継ぐさまざまな行事が行われました。震災から

２３年がたち、兵庫県では災害復興住宅で暮らす人のほぼ半数が６５歳以上となるなど、被災者

の高齢化が進んでいるそうです。また、震災を知らない世代も増え続け、神戸市では震災後に生

まれたり、市内に転入してきたりした人が市民全体の半数近くになっているとのことでした。震

災の記憶が薄れるなか、２３年前の経験や教訓を次の世代に継承し、新たな災害への備えにどう

生かしていくのかが課題になっているようです。

一昨年の４月に熊本地震の影響を受けたことは記憶に新しいところです。東日本大震災の３月

１１日やこの阪神・淡路大震災の１月１７日はわたしたちが自然災害について考えるよい機会だ

と思います。ご家庭でも、このような機会に地震の時の避難のしかた等についてご確認ください。

1・２月の主な行事予定
・ １月１９日（金） 参観日 ・ ２月 １日（木） 新入児保護者説明会

・ １月２０日（土） 下田原地区夜神楽 ・ ２月 ９日（金） 漢字検定

・ １月２４日（水） 給食感謝集会 ・ ２月１５日（木） なわとび大会

・ １月２８日（日） 高千穂町駅伝競走大会 ・ ２月２２日（木） 振替休業日

・ ２月２４日（土） 学習発表会（参観日）


